
学校番号 309 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 地学基礎 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂 高等学校「地学基礎」 （第一学習社） 

副教材等 セミナー地学基礎 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 教科書を中心に地学の基礎的知識を学習する。さらに観察等を行い、予想や考察力を身に着ける。 

 日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味を持ち、その法則性について考えたり、疑問に思っ

たことを確かめてみようとしたりする態度を身に着ける 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を高め，目的意識をもっ

て観察，実験などを行い，地学的に探究する能力と態度を育てるとともに，地学の基本的な概念や

原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。また、さまざまな災害に対する知識を養い、

防災に関する意識を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地学的な事物・現象に

関心や探究心をもち，

意欲的にそれらを探

究するとともに，科学

的態度を身に付けて

いる。 

地学的な事物・現象の

中に問題を見出し，観

察，実験などを行うと

ともに，事象を実証

的，論理的に考えた

り，分析的・総合的に

考察したりして，問題

を解決し，事実にもと

づいて科学的に判断

したことを言語活動

を通じて表現する。 

地学的な事物・現象

に関する観察，実験

の技能を習得すると

ともに，それらを科

学的に探究する方法

を身に付け，観察，

実験の過程や結果お

よびそこから導き出

した自らの考えを的

確に表現する。 

観察，実験などを通

して地学的な事物・

現象に関する基本的

な概念や原理・法則

を理解し，知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

授業態度， 

発問評価， 

実験レポート 

を点数化し、総合的に

評価する。 

授業態度， 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 

を点数化し、総合的に

評価する。 

授業態度， 

発問評価， 

実験レポート 

を点数化し、総合的

に評価する。 

発問評価， 

定期考査， 

実験レポート 

を点数化し、総合的

に評価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 宇
宙
に
お
け
る
地
球 

宇宙の構成 

太陽 

太陽系の中の地球 

 

○ ○  ○ a：宇宙の始まりから現在に至

るまでの道程と宇宙の成り立

ちや太陽，地球について関心を

もっている。 

b：宇宙の大規模構造における

恒星の数の規模を想像できる。

地球型惑星と木星型惑星につ

いて比較し、その成り立ちと特

徴の関係について考察できる。

生命が存在できる条件をもと

に地球以外に生命の可能性を

もつ天体を調べられる。 

ｄ：ビッグバン、宇宙の晴れ上

がり、宇宙の大規模構造、銀河

系の構造について説明できる。

スペクトル、太陽の誕生と進化

について各段階の名称ととも

に理解している。 

a：授業への

姿勢と学習

態度 

ｂ：授業に対

する姿勢や

学習態度、

定期考査 ・

小テストや提

出物 

ｄ ： 定 期 考

査・小テスト

や提出物 

活
動
す
る
地
球 

地球の姿 

火山活動と地震 

○ ○  ○ a：地球の大きさについて、原

始的な図り方に注目する。地球

の形が完全な球ではないこと、

その表面が常に動き続けてい

るということを実感し、地球の

ダイナミックな活動について

関心をもつことができる。 

b：地球の内部構造、プレート

の境界、大陸と海洋の違いにつ

いて調べ、文章でまとめられ

る。自分が見たことのある山の

形状からマグマの性質、噴火の

様式、火成岩について考察でき

る。３つの観測地点と大森公式

から震央の場所と震源の深さ

を求められる。 

ｄ：地球内部の区分について構

成物質とかたさの二種類の分

け方ができる。プレートテクト

ニクスについて理解し、火成岩

の分類について理解している。 

a：授業への

姿勢と学習

態度 

ｂ：授業に対

する姿勢や

学習態度、

定期考査 ・

小テストや提

出物 

ｄ ： 定 期 考

査・小テスト

や提出物 



２ 移
り
変
わ
る
地
球 

地層や岩石と地質構造 

地球環境と生物界の変遷 

○ ○ ○ ○ a:山や大地を構成する岩石の

地球規模の循環に着目し、世界

各地の絶景がどのように形成

されているかを説明できる。 

b:化石の特徴から当時の環境

や時代を推定できる。地質時代

の区分と主な出来事をまとめ、

説明できる。生物の大量発生と

大量絶滅の原因について、いく

つかの可能性の中から仮説を

立て，考察できる。 

c:露頭の観察から調査地域の

過去の大地の様子を考察する。

化石の観察から当時生息して

いた環境を推定できる。 

d:級化層理や斜交葉理などの

堆積構造を決定する要因につ

いて理解している。堆積岩の種

類と広域変成作用・接触変成作

用について理解している。 

a：授業への

姿勢と学習

態度 

ｂ：授業に対

する姿勢や

学習態度、

定期考査 ・

小テストや提

出物  ｃ ：レ

ポート提出 

ｄ ： 定 期 考

査・小テスト

や提出物 

大
気
と
海
洋 

地球の熱収支 

大気と海洋の運動 

○ ○  ○ a:緯度によるエネルギー収支

の違いを知り、そのギャップを

埋めるための大気と海洋の役

割について興味を持っている。 

b:海洋と大気の大規模な循環

について、その相互作用と性質

をおさえた上で説明できる。温

帯低気圧と熱帯低気圧のしく

みについて説明できる。 

d:太陽放射と地球放射、そして

大気や地表の反射をもとにし

た地球のエネルギー収支の熱

平衡を理解している。温室効果

について理解している。 

a：授業への

姿勢と学習

態度 

ｂ：授業に対

する姿勢や

学習態度、

定期考査 ・

小テストや提

出物 

ｄ ： 定 期 考

査・小テスト

や提出物 



３ 地
球
の
環
境 

地球環境の科学 

日本の自然環境 

○ ○  ○ a：自然エネルギーの利用につ

いて調べる。自然災害に対する

防災対策を考える。 

ｂ：人間活動が地球環境に及ぼ

す影響を知り、地球温暖化防止

やオゾン層の保護に関して、ミ

クロとマクロの両観点から対

策を考え、説明できる。 

ｄ：エルニーニョ現象とラニー

ニャ現象について理解する。 

a：授業への

姿勢と学習

態度 

ｂ：授業に対

する姿勢や

学習態度、

定期考査 ・

小テストや提

出物 

ｄ ： 定 期 考

査・小テスト

や提出物 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


